
 

 

 

 

習志野市 
未来のために～みんながやさしさでつながるまち～ 

令和６年１月１０日 

 

 

 

 

習志野市は、昭和２９年８月１日に千葉県下で１６番目の都市として誕生し（当時人口：

３０,２０４人）、今年、市制施行７０周年を迎えます（令和５年１１月３０日現在人口：    

１７５,０８７人）。これを記念し、以下のとおりキャッチフレーズ及びロゴマークを作成しました

のでお知らせします。 

 

 

キャッチフレーズ 
 

これまで先人たちが築き上げてきた習志野市の歴史や魅力を未来へつなげていくため、

「音楽のまち習志野」らしく、多くの人で曲を演奏するオーケストラのように一致団結して

７０周年を盛り上げていくということを表現しました。 

 

 

ロゴマーク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロゴマークは、プラッツ習志野で活躍するクリエイターズクラブのメンバーを対象に公募を

行い、応募作品の中から「習志野市制施行７０周年記念事業企画準備委員会」及び

「習志野市制施行７０周年記念事業実行委員会」にて選考を行い、和佐 典子   

（わさ のりこ）氏 （習志野市在住）の作品に決定いたしました。 

以上 

 

  

習志野市制施行７０周年キャッチフレーズ・ロゴマークが決定しました 

問合せ先 

総務部総務課 

(習志野市制施行７０周年記念事業実行委員会事務局) 

電話：０４７-４５３-９２４６ 

市の木「アカシア」と市の花「あじさい」

を、色彩豊かに表現しています。 

また、「７」の文字は音符を基にした 

デザインで、音楽のまち習志野らしい

ロゴマークとなっています。 

 

※カラー、白黒、緑黒 2色刷り用を作成 


